
I
S
O
／
T
C
2
4
9

全
体
会
議
の
報
告

Ｗ
Ｇ
3

　

第
20
回
Ｗ
Ｇ
３
会
議
は
、
6
月
3
日
に

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
Ｗ
Ｇ
は
「
鍼

の
品
質
と
安
全
使
用
」
を
所
掌
範
囲
と
し

て
お
り
、
議
長
国
を
中
国
が
務
め
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
シ
ド
ニ
ー
会
議
か
ら
議
長

（
コ
ン
ビ
ー
ナ
）
がZhao H

ong

氏
か
ら

H
uan Chen

氏
に
交
代
し
ま
し
た
。
審

議
に
先
立
っ
て
Ｗ
Ｇ
3
の
現
況
が
報
告
さ

れ
る
と
同
時
に
、
滅
菌
済
み
単
回
使
用
毫

鍼
の
国
際
規
格
（ISO

 17218
：2014

）

が
発
行
後
10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
当
規
格
は
Ｗ
Ｇ
3
が
発

行
し
た
初
め
て
の
国
際
規
格
で
あ
り
、
単

回
使
用
毫
鍼
の
日
本
産
業
規
格
（JIS T

 
9301

）
と
の
関
連
も
深
い
も
の
で
す
。
そ

の
後
、
今
回
の
会
議
で
は
、
新
規
提
案
2

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の
1

件
で
あ
る
「
毫
鍼
の
使
用
の
安
全
管
理
」

に
関
す
る
中
国
か
ら
の
提
案
は
、
す
で
に

発
行
さ
れ
て
い
る
鍼
治
療
に
お
け
る
感
染

制
御
に
関
す
る
技
術
レ
ポ
ー
ト
（ISO

/

世
界
標
準
化
機
構
に
お
い
て
伝
統
中
国
医
学
に
関
す
る
規
格
を
取
り
扱
う
I
S
O
／
T
C
2
4
9
の
第

14
回
全
体
会
議
が
2
0
2
4
年
6
月
2
日
～
6
月
7
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
た
鍼
灸
領
域
の
案
件
を
取
り
扱
う
作
業
部
会
（
W
G
3
、

W
G
4
、
W
G
5
／
J
W
G
1
）
の
概
況
を
、
日
本
と
の
関
連
が
深
い
項
目
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

第14回

T
R 20520

：2018

）
と
統
合
の
上
、
再

提
案
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
日
本
か
ら

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
田
口
太
郎
氏

（
九
州
看
護
福
祉
大
学
）
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
木
村
友
昭
）

Ｗ
Ｇ
４

　

第
25
回
Ｗ
Ｇ
４
会
議
は
、
6
月
5
日
に

Ｗ
Ｇ
3
同
様
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｇ
4
は
「
鍼
以
外
の
Ｔ

Ｃ
Ｍ
領
域
医
療
機
器
の
品
質
と
安
全
性
」

を
所
掌
範
囲
と
し
て
い
る
た
め
、
提
案
が

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
今
回
の
会
議
に

お
い
て
も
新
規
提
案
3
件
、
審
議
継
続
中

案
件
2
件
、
定
期
見
直
し
項
目
2
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
提
案
の
一
つ
で
あ

る
「
灸
具
燃
焼
生
成
物
の
リ
ス
ク
評
価
基

準
」
は
日
本
か
ら
の
提
案
で
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
形
井
秀
一
氏
（
つ
く
ば

国
際
鍼
灸
研
究
所
））、
灸
機
器
使
用
時
の
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燃
焼
生
成
物
の
安
全
範
囲
を
確
認
す
る
た

め
の
報
告
書
に
関
す
る
技
術
仕
様
書
（
Ｔ

Ｓ
）
提
案
で
す
。
今
回
の
会
議
に
お
け
る

審
議
の
結
果
、
本
提
案
は
一
部
内
容
を
修

正
し
た
上
で
、
開
発
を
継
続
す
る
か
否
か

を
決
定
す
る
Ｎ
Ｐ
投
票
へ
進
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
日
本
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
２
０
２
０

年
に
発
行
さ
れ
た
舌
診
機
器
の
画
像
表
示

装
置
に
関
す
る
Ｔ
Ｓ
の
定
期
見
直
し
が
議

題
に
あ
が
り
、
森
田
智
氏
（
千
葉
大
学
）

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
そ

の
後
の
審
議
の
結
果
、
今
回
は
Ｔ
Ｓ
の
ま

ま
変
更
な
く
更
新
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

ま
し
た
。 

（
木
村
友
昭
）

Ｗ
Ｇ
５
／

　
Ｊ
Ｗ
Ｇ
1

　

Ｗ
Ｇ
5
／
Ｊ
Ｗ
Ｇ
1
は
「
用
語
お
よ
び

情
報
科
学
」
を
所
掌
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

提
案
は
、
伝
統
医
学
全
般
に
お
け
る
様
々

な
分
野
を
ま
た
ぎ
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、

本
稿
で
は
鍼
灸
に
関
わ
る
国
際
規
格
（
Ｉ

Ｓ
）
の
動
向
に
絞
っ
て
報
告
し
ま
す
。

　

第
19
回
Ｗ
Ｇ
5
会
議
は
、
6
月
４
日
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
継
続
中
の
「
機
器
の
語
彙

－

Part1

：
灸
機
器
」
は
、
5
月
に
Ｎ
Ｐ
投

票
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
が
、
更
な
る
作
業
項
目
の
追

加
や
、
既
に
発
行
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｓ
に
基

づ
く
内
容
と
の
精
査
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
の
全
体
会
議
で
は
、
第
14
回
Ｉ

Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
４
９
／
Ｊ
Ｗ
Ｇ
1
会
議
と

第
19
回
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
１
５
／
Ｊ
Ｗ
Ｇ

1
会
議
が
合
同
で
行
わ
れ
、
6
月
5
日
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
審
議
継
続
中
案
件
3

件
、
定
期
見
直
し
項
目
2
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
継
続
中
案
件
の
「
診
断
情
報
の
臨

床
知
識
構
造
規
格

－Part1

：
舌
」
と
「
診

断
情
報
の
臨
床
知
識
構
造
規
格

－

Part2

：
脈
」
は
、
国
際
医
療
用
語
集1)
や 

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
電
子
健
康
記
録2)
を
参
照

し
、
用
語
の
情
報
構
造
を
得
る
必
要
性
や
、

既
に
Ｉ
Ｓ
で
あ
る
「
診
断
関
連
の
語
彙

－

Part1

：
舌
」（ISO

 23961-1

：2021
）
や

「
診
断
関
連
の
語
彙

－Part2

：
脈
」（ISO

 
23961-2

：2021

）
の
2
規
格
と
調
和
さ

せ
る
必
要
性
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

の
結
果
、
各
々
Ｔ
Ｓ
を
目
標
と
し
て
文
書

を
改
訂
後
に
「
診
断
情
報
の
臨
床
知
識
構

造
規
格

－Part1

：
舌
」
は
2
度
目
の
Ｎ
Ｐ

投
票
に
進
む
こ
と
、「
診
断
情
報
の
臨
床
知

識
構
造
規
格

－Part2

：
脈
」
は
委
員
会

原
案
に
進
む
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
継
続
中
案
件
の
「
鍼
を
表
現
す
る

た
め
の
範
疇
構
造
規
格

－Part7

：
推
拿
」

は
、
Ｗ
Ｇ
5
と
協
議
し
た
上
で
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
る
必
要
性
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
本
件
に
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
資
格
を
有
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
登
録
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
提
言
し

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
Ｔ
Ｓ
を
目
標
と

し
て
２
度
目
の
Ｎ
Ｐ
投
票
に
進
む
こ
と
が

合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
見
直
し
の
「
鍼
を
表
現
す
る
た
め

の
範
疇
構
造
規
格

－Part1

：
腧
穴
」
と

「
鍼
を
表
現
す
る
た
め
の
範
疇
構
造
規
格

－Part2

：
鍼
法
」
は
、
昨
秋
の
会
議
で

Ｉ
Ｓ
と
し
て
承
認
す
る
方
向
性
が
議
決
さ

れ
、
両
規
格
と
も
に
国
際
規
格
案
を
目
指

し
投
票
に
進
む
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
森
田 

智
）
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IS（International�Standard：国際規格）
特定の状況下での最適な状態を達成することを目
指し、活動やその結果に関するルール・ガイドラ
インや特性を提示するもの

TS（Technical�Specification：技術仕様書）
技術開発途上のもので、速やかに利用できるよう
に発行されるもの。フィードバックを集める役割
もあり、最終的には改訂されて国際規格としての
再発行を目指している

1）　SNOMED-CT：�Systemized�Nomenclature�of�Medicine-�
Clinical�Terms

2）　Open-EHR：Open-Electronic�Health�Record
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